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酪
酎
武
士
事
件
か
ら
見
た
大
村
城
下
と
往
還

一
、
辻
助
五
郎
酪
酎

事
件
の
全
容

江
戸
時
代
末
期
に

大
村

の
町
場

で
起

こ
っ
た
あ
る
酪
酎
武

士
の
事
件
を
通
し
て
、大
村
城
下
の
様
子
、

そ
の
城
下
を
通

っ
て
い
た
往
還
、
即
ち
長

崎
街
道
が
呆
た
し
た
役
割
等
に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
。

こ
の
事
件
の
詳
細
は
、
大
村
藩
の

『九

葉
実
録
』
と
い
う
藩
政
日
記
に
記
さ
れ
て

い
る
。

事
件
は
天
保
六
年

（
一
人
三
五
）
の
五

月

一
日
に
起

っ
た
。
こ
の
夜
は
福
岡
の
黒

田
藩
主

（十
代
藩
主
黒
田
斉
清
）
が
長
崎

出
帳
の
た
め
に
、
大
村
の
本
陣
に
宿
泊
し

て
い
た
。
大
村
の
本
陣
は
現
在
の
大
村
中

央
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
あ

っ
た
。

そ
の
夜
、
酒
に
酔

っ
た
武
士
が
刀
を
抜
き

乱
暴
狼
藉
を
働
き
、
そ
の
内
に
黒
田
藩
小

者
の
千
七
に
切
り
つ
け
、
自
ら
も
怪
我
を

す
る
と
い
う
傷
害
事
件
が
発
生
し
た
。
犯

人
を
捕
ら
え
て
み
る
と
、
記
録
に
は

「酔

舌
粘
着
し
」
、
「
間
責
に
答
え
る
事
能
は
ず
」

と
あ

っ
て
、相
当
の
酪
酎
具
合
で
あ

っ
た
．

白
藩
の
随
行
者
が
怪
我
を
す
る
と
い
う

緊
急
事
態
の
為
に
、
福
岡
藩
は
本
陣
周
辺

を
物
々
し
い
警
備
で
同
め
、　
一
方
、
大
村

久
田
松
和
則

（大
村
史
談
会
）

藩
か
ら
は
町
本
行
の
品
川

一
郎
兵
衛
が
早

速
謝
罪
に
出
向
く
と
い
う
、
大
村
藩
に
も

緊
張
が
走

っ
た
。

事
件
の
翌
日
、
五
月
二
日
に
な
る
と
事

件
の
全
容
が
分
か

っ
て
き
た
。
刃
傷
事
件

を
起
こ
し
た
犯
人
は
、
城
下
の
池
田
に
住

む
辻
助
五
郎
と
い
う
人
物
で
あ

っ
た
。

藩
政
日
記

『九
葉
実
録
』
に
は
、
辻
助

五
郎
が
述
べ
た
事
件
の
顛
末
書
、
今
で
云

う
調
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
酔
い
が
冷

め
た
助
五
郎
の
言
い
分
は
次
の
よ
う
な
内

容
で
あ

っ
た
。

絵
踏
み
を
す
る
た
め
に
、
城
下
田
町
の

町
役
所
に
出
か
け
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
久

方
ぶ
り
に
町
に
出
て
き
た
た
め
に
浮
か
れ

て
し
ま
い
、直
ぐ
に
町
役
所
に
は
行
か
ず
、

片
町
の
酒
屋

へ
向
い
、
知
り
合
い
女
性
二

人
を
交
え
て
酒
を
呑
ん
で
し
ま

っ
た
と
、

勘
定
は
二
十
文
払

っ
た
。

一
杯
や
っ
た
後
に
、
絵
踏
み
を
行
う
た

め
町
役
所
に
行

っ
た
が
、
生
憎
、
役
人
と

入
れ
違

い
に
な
り
役
所
は
留
守
で
あ

っ

た
。
そ
の
為
に
ま
た
片
町
の
取
切
酒
場
に

戻

っ
て
再
び
酒
を
呑
ん
だ
。
三
軒
日
の
勘

定
は
十
二
文
で
あ

っ
た
。

助
五
郎

の
言

い
分
は
こ
の
よ
う
に
続

き
、
酒
に
酔

っ
て
も
絵
踏
み
の
事
は
頭
か

ら
離
れ
な
か

っ
た
。
再
び
足
は
町
役
所

へ
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